
【特集】復興へ向けて一一私たちに何かできるか
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一
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匹
療
の
現
場
か
ら

今
後
求
め
ら
れ
る

医
療
支
援
の
あ
り
方

　
　
　
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
釜
石
市
で
は

東

釜
石
中
学
校
、
双
葉
小
学
校
そ
し
玉
巾
立
体
育
館
、

大
槌
町
で
は
大
槌
高
等
学
校
と
弓
道
場
、
南
三
陸
町
で
は
志

津
川
小
学
校
の
各
避
難
所
に
医
師
と
看
護
師
の
医
療
チ
ー
ム

を
常
駐
さ
せ
て
、
避
難
所
医
療
と
付
近
の
避
難
所
の
巡
回
診

療
を
実
施
。
仙
台
市
で
は
青
葉
区
と
宮
城
野
区
で
避
難
所
の

巡
回
診
療
を
実
施
。
南
相
馬
市
で
は
避
難
所
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
に
は
、
長
田
区

中
央
保
健
所
を
活
動
拠
点
と
し
て
保
健
所
内
ク
リ
ニ
ッ
ク
診

療
と
避
難
所
の
巡
回
診
療
を
行
っ
た
。
２
つ
の
日
本
の
経
験

し
た
大
災
害
に
よ
る
医
療
の
被
害
内
容
は
下
記
の
よ
う
に
決

定
的
に
異
な
る
。
地
震
被
害
と
津
波
被
害
の
差
で
あ
る
。

①
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
都
会
だ
っ
た
。
第
２
次
病
院
（
民

間
病
院
）
が
損
害
を
受
け
た
が
崩
壊
は
し
な
か
っ
た
。
そ
し

て
開
業
医
の
ビ
ル
診
療
所
は
残
っ
た
。
災
害
発
生
1
0
日
目
に

は
回
復
率
が
5
0
％
を
超
え
た
。

②
東
日
本
大
震
災
は
医
療
過
疎
の
地
域
だ
っ
た
。
大
槌
県

立
病
院
や
志
津
川
県
立
病
院
な
ど
の
公
的
病
院
が
完
全
に
崩

壊
。
開
業
医
の
診
療
所
も
自
宅
と
共
に
崩
壊
し
た
。
災
害
発

生
５
週
目
か
ら
少
し
ず
つ
再
開
。

　
大
槌
町
と
南
三
陸
町
は
町
全
体
が
崩
壊
し
て
い
る
。
住
民

の
定
住
地
が
決
ま
ら
な
け
れ
ば
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

開
業
医
の
再
開
も
遅
れ
る
。
同
時
に
、
大
槌
県
立
病
院
と
志

津
川
病
院
の
再
建
は
建
物
の
建
築
だ
け
で
な
く
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
の
問
題
が
残
る
。
た
と
え
ば
、
大
槌
県
立
病
院
は

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
外
来
を
再
開
す
る
が
、
医
師
の
数
は

３
名
で
あ
る
。
病
院
が
再
建
さ
れ
て
も
当
直
が
組
め
な
い
。

即
ち
、
入
院
患
者
の
治
療
は
不
可
能
で
あ
る
。
釜
石
県
立
病

院
に
送
る
の
か
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
　
４
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て

急

か
か
り
つ
け
医
と
し
て
不
可
欠
な
開
業
医
の
復
活
で
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あ
る
。
開
業
医
に
は
公
的
支
援
は
入
ら
な
い
。
国
と
日
本
医

師
会
に
は
下
記
の
支
援
を
望
み
た
い
。

①
国
な
ど
行
政
が
す
る
こ
と
　
開
業
再
開
に
３
～
５
千
万
円

を
無
利
子
で
3
0
年
間
の
貸
与
。

②
日
本
医
師
会
が
す
る
こ
と
　
都
道
府
県
医
師
会
と
被
災
地

の
地
区
医
師
会
と
の
支
援
協
定
。

　
公
立
病
院
支
援
と
し
て
、
大
槌
県
立
病
院
と
志
津
川
病
院

に
夏
、
冬
、
春
と
２
週
間
ず
つ
医
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

を
３
ヵ
年
派
遣
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
は
地
元
の
鍼
灸
師
等
を
支
援
す
る
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
健
康
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
実
施
に
向
け
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
支
援
し
た
大
槌
町
弓
道
場
避
難
所
で
の
植
田

医
師
の
言
葉
が
心
に
残
っ
て
い
る
。
「
大
槌
高
校
生
た
ち
は

家
族
を
亡
く
し
た
り
家
を
流
さ
れ
た
り
し
て
大
学
進
学
を
あ

き
ら
め
て
い
る
。
彼
ら
に
将
来
へ
の
希
望
を
与
え
て
ほ
し
い
。

特
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
彼
ら
が
世
界
を

理
解
す
る
機
会
で
あ
る
」
と
。
ち
な
み
に
、
植
田
医
師
は
、

長
い
熟
考
の
後
に
、
大
槌
町
で
の
再
開
業
を
決
定
さ
れ
た
。

Ｍ
Ｄ
Ａ
は
現
在
ま
で
に
大
槌
高
校
、
釜
石
高
校
と
志

津
川
高
校
の
生
徒
を
対
象
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
奨
学
金

設
立
や
広
島
県
高
校
生
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
実

施
。
ま
た
、
復
興
支
援
ス
ポ
ー
ツ
親
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

大
槌
中
学
校
と
釜
石
中
学
校
と
志
津
川
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー

部
を
こ
の
夏
体
み
に
岡
山
に
招
く
と
共
に
、
来
年
か
ら
は
ア

ジ
ア
の
被
災
国
の
中
学
生
と
の
交
流
を
計
画
中
で
あ
る
。
そ

し
て
、
大
槌
町
と
半
永
久
的
に
関
わ
る
た
め
に
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

大
槌
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
し
た
。

　
「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」
と
は
絆
を
深
め
る
こ
と
で
あ
る
。

「
原
爆
の
広
島
、
地
震
の
神
戸
、
原
発
の
福
島
、
津
波
の
岩
手
」

と
し
て
世
界
に
発
信
し
、
日
本
だ
け
で
な
く
海
外
と
の
絆
も

深
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
財
団
に
は
、
こ
の
よ
う
な
絆

を
深
め
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
期
待
し
た
い
。

・
す
が
な
み
・
「
し
げ
る
　
医
師
。

定
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
。
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
理
事

長
。
公
設
国
際
貢
献
大
学
校
名
誉
校
長
。
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